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ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 
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２０２６年１１月１２日 日本鉄道労働組合連合会 
 

「21世紀の鉄道を考える議員フォーラム」第 22回総会を開催 
10 月 29 日、「21 世紀の鉄道を
考える議員フォーラム」の第 22回
総会が開催され、国会議員はじ
め、総勢約 100名が参画した。 
総会の冒頭、議員フォーラムの

榛葉賀津也会長（参議院議員）
は、「ＪＲ連合・各単組とともに、
ＪＲ産業における政策課題の解
決に取り組んでいこう」と挨拶し、

上村良成ＪＲ連合会長も政策課題、組織課題に触れ、課題
を解決していく決意を述べた。 

第 51回衆院選を経て７名の国会議員が加入！ 

議事は泉健太事務局長（衆議院議
員）が司会を務め、最初に新規加入
議員７名（衆５名、参２名）を確認し
た。 
その後事務局から、政策課題につ
いて、「鉄道の運賃・料金制度の適切
な見直し」「通学定期に係る事業者負

担分への支援」「ＪＲ二島・貨物の経営自立実現」「高速鉄
道・新幹線ネットワークの構築と計画推進」に取り組むこ
とを提起するとともに、組織課題について、今後の国会審
議も予定される「労働基準関係法制の見直し」に向け取り
組むことを提起した。議案は出席議員の満場一致の承認を
受け、連携して課題解決に臨むことを確認した。 

小川淳也副会長（衆議院議員）が
閉会挨拶を行い、総会を締め括っ
た。総会を経て、本議員フォーラム
は衆参 45名（衆 21名、参 24名）の
体制となった（所属議員の詳細はＪ
Ｒ連合ＨＰ参照）。 
総会後には懇親会もあわせて開

催し、選出エリア毎のテーブルに分かれた国会議員とＪＲ
連合・各単組役員とで交流を深めた。 

榛葉会長から挨拶 

新たに７名の議員が加入 


